


　拝啓、世界の皆様。

　２０１３年前半は、橋下徹大阪市長の「慰安婦」発言で世間をお騒がせ致しました。非常に入

り組んだ問題を、非常に複雑な形で発信したため、多くの日本人からも「言い方は悪いが内容は

正当」「女性の人権を云々」「アメリカに失礼」「日韓基本条約も知らないバカ」など様々な評

価が飛び交っています。

　今回はそのなかで、日本の沽券に大いにかかわる「慰安婦問題」について、是非、皆様に知っ

ていただきたいことがあり、この文章をしたためております。

　元慰安婦の「哀れな」お婆さんたちを「嘘つき」と糾弾することは、日本の文化、風土におい

ても非常に心苦しいことではあります。しかしそれでも、事実と異なる点については指摘しなけ

ればなりません。

　彼女たちは父や夫に売られて戦地にやってきた「慰安婦」という職業の方々であり、「日本が

公的権力を使って誘拐した」というのは嘘八百なのです。

　ならば、どうして彼女たちはこのような「嘘」をお涙頂戴の過剰な演技まで交えて発信するこ

とに何の良心の呵責も感じないのか、と不思議に思われるでしょう。迫真の演技に、「ここまで

言うなら本当なのでは」と思ってしまう日本人さえいるのも無理はないのかもしれません。

　しかし、韓国人の性質のある一面として「日本人の感覚から言えば卑怯極まりないことでも、

自分に得になるのなら平気でやる」部分があることを指摘しなければなりません。

　そして、その「卑怯」「アンフェア」な振る舞いの犠牲になっているのは、実は日本だけでは

ないことも指摘する必要があるでしょう。

　世界の皆様、特にイタリアをはじめとするサッカーファンの方々は、「アンフェアな韓国人の

特性」を身をもってよくご存知と思います。

　今回のＷ杯予選でも、韓国が相手チームからどのように言われているか、連日、報道されて

おり、レバノンのテオ・ベッカー監督はこう言っています。

「最後に私たちは審判に負けた。彼は韓国の十二番目の選手だった」

　詳しくは後述しますが、〇二年のＷ杯日韓共同開催以降、サッカーの国際試合から追放される

べき不正が明るみに出たいまも、彼ら韓国人は全く懲りていないのです。

　また、相変わらずフェアプレー精神の欠如も指摘されています。イラン戦で負けた韓国は、崔

康熙監督自ら「アウェーで酷い待遇を受けたことを覚えている」「イランがもっと憎い」と発言

。

　さらには選手からも「戦争よりもきつい復讐をする」（金信旭選手）、「金信旭先輩は『イラ

ンが韓国に来れば殺してしまわなければいけない』と話していた」（尹錫栄選手）など、およ

そサッカーの試合とは思えない発言が飛び出しており、しかもこれを中央日報が堂々と報じてい

るのです。

　そして韓国対イラン戦でイランが勝ったところ、韓国人チームスタッフがイランの選手を殴っ

たうえ、なぜか韓国がイランを訴えると言い出す事態に発展しています。



０２年W杯日韓共同開催の惨劇

　振り返れば、〇二年のサッカーＷ杯日韓共同開催での、韓国の不正の数々をご存知の方も多い

でしょう。

　あの時、無理矢理、共同開催に持ち込まれた失態のおかげで、「日韓」と日本の名も冠するワ

ールドカップという世界の大舞台で、皆様にご迷惑をおかけすることになりました。

　韓国は、自国開催のＷ杯でどうしても好成績を上げたかった。そのためにはどんな手段も厭わ

なかったのです。選手、審判の買収を行い、韓国選手のファウルの見逃し、相手チームのゴール

を認めないなど、考え付く限りあらゆる卑劣な手段を使って、ベスト４入りを達成したのです。

　不正はすでに明るみに出ています。昨年、「〇二年Ｗ杯十周年記念式」の席で、鄭夢準韓国サ

ッカー協会名誉会長が「ゼップ・ブラッター現ＦＩＦＡ会長が『〇二年ワールドカップの時、鄭

夢準が審判を買収して（韓国が）四強まで行った』と話した」と、自ら明らかにしているのです

。

　なかでも、直接韓国と戦ったイタリアチームは災難でした。韓国人選手の故意の体当たりが、

なぜかイタリア選手のファウルになる。オフサイド認定によりゴールが無効判定される。明らか

に故意のタックル。スパイクで蹴りつけられた選手が怪我、肘鉄による流血……。
　Ｗ杯という、選手にとってもファンにとっても、そして国家にとっても最大の栄誉の舞台は、

韓国の不正によって汚されてしまいました。



「まさかここまで……」　韓国の非道

　当然、選手たちの怒りは試合後も一向に収まりませんでした。雑誌『Number』（二〇〇二年七
月四日発売、五五三号）では、韓国戦で「反則で退場」（のちに審判が誤審を認めた）をさせら

れたトッティ選手が無念の思いを述べています。

「韓国との延長戦で、イタリアが挙げた二点目のトンマージのゴールデンゴールは何の問題も

なかった。あのゴールで間違いなく勝敗を決していたはずだ」

「審判のああいうばかげた誤審がなければ、僕たちはこんな憂き目にあうことはなかったと思

うよ。敗れてイタリアの空港に着いた時も、多くのファンは冷静だったろう？　イタリア代表が

主審や副審にどういった仕打ちを受けたのか、みんなもＴＶを見て分かってくれたんだろう」

　この無念な心境は痛いほどよくわかります。露骨でばかげた虚言で日本を貶めようとする韓国

の汚れた思惑に、いままさに日本人は怒りを抑えきれずにいるからです。

　〇二年Ｗ杯での具体的な不正の例を挙げればキリはありません。ネットで探せばいくらでも出

てくる、当時の海外選手、関係者らのコメントを読んでいただければ、韓国主催の試合がいかに

酷いものだったか、想像がつくのではないかと思います。

　にもかかわらず、当の韓国はというと、悔し涙に暮れるイタリア選手を「負けても敗北を認め

ない。ぼろぼろ涙を流すマザコン男」「イタリア選手たちはサッカーを最初から学ばなければな

らないようだ」（東亜日報スポーツレジャー部次長・金華盛記者の記事。〇二年六月二十四日付

朝日新聞夕刊が転載）と罵るなど、不正以前に、スポーツに携わる資格を疑われる記事を掲載し

ていました。

　しかし、これらの「事実」を日本のメディアはほとんど報じなかったばかりか、「韓国を応援

しよう」というムードさえ造り上げました。そしてこの共同開催は、のちの「韓流ブーム」の下

地となる一方で、ネットの世界では「嫌韓」意識を持つ若者が増えるきっかけにもなりました。

　あのＷ杯の惨事を目の当たりにして、「まさかここまで」とサッカーファンは思ったに違いあ

りません。選手や監督からも、「もう二度と韓国には行かない」「天罰が下るだろう」との声が

挙がったと聞きます。しかし、「まさかここまで」と思うような汚い手段も平気で使い、悪びれ

もせず、罪悪感すら持たないのが韓国なのです。



「ブーイングは人種差別」？？

　そして今年五月二十六日、韓国の大スターであるらしいＰＳＹなる歌手が、よりにもよってイ

タリア杯決勝、ローマvsラツィオという大舞台で、試合前のイベントに登場しました。しかし、
曲の最中から起こった大ブーイングに、ＰＳＹ自身、困惑した様子でした。

　イタリア人サポーターのブーイングは、「どのツラ下げてこの会場に来やがった」という怒り

の表れでした。イタリアと韓国の間の〇二年の「因縁」を、サッカーファンが忘れているはずは

ない。

　日本人の想像を絶するほどサッカー愛に溢れるイタリアで、天王山の試合にわけのわからない

歌手がドタバタ踊っているのを見せられるだけでも腹が立つ。なのに、よりにもよって卑怯な振

る舞いでイタリアの名誉を汚した韓国人が登場したのです。往年のファンは当然、Ｗ杯を思い出

したに違いありません。ブーイングは当然の結果でした。

　ところが、韓国側は何と言ったか。「ブーイングは人種差別だ」と言ってのけたのです。

　望んでもいない歌手へのブーイングは信条の自由であり、表現の自由の範囲です。それどこ

ろか、かつてスポーツにあるまじき汚い手を使ったのは韓国のほうです。

　ところが、韓国側は前段をすべてなかったことにしてブーイングのみを切り取り、「私は被

害者」とふるまう。ありとあらゆる汚い手を使っておきながら、責められると自らにある原因を

無視し、急に弱者の立場を取って「被害者」ヅラをする──。

　一見、慰安婦問題とは遠いように思えるサッカーについて触れたのは、このことを言いたかっ

たからに他なりません。自分たちが女性を誘拐して女衒に売っておきながら、「日本がやった

」「我々は被害者」と言ってのける、呆れる他ないこの態度。実はこれこそが、慰安婦問題の「

根幹」なのです。　

　こういった韓国人の性質が、慰安婦問題に「いかんなく発揮」されているからこそ、一見、哀

れに見えるお婆さんたちまでもが、「日本の軍人に無理やり連れ去られ、強姦された」「一日に

四十人も相手をさせられた」などという真っ赤なウソを平気で口にする（あるいはさせられて

いる）のです。

　スポーツですらこれだけの醜態を晒して恥じないのですから、歴史認識に関して彼らがどれだ

けでたらめを言っているか、想像していただけるのではないでしょうか。



韓国人こそが、今も女性を「性奴隷」にしている

　さらにもう一つ、皆さまに知っていただきたいことがあります。

　産経新聞の黒田勝弘氏によると、韓国の朴槿惠大統領は・四大社会悪根絶・を公約に掲げたと

言います。その四つとは、「学校暴力」「性暴力」「家庭暴力」「不良食品」。なんと「社会の

四大悪」のうち、少なくとも二つは女性が主たる被害者になっています。女性蔑視からくる「性

暴力」「家庭内暴力」は、韓国内でいまこの時も被害者を増やしているのです。

　韓国の性暴力犯罪は年間約二万件。日に六十件発生している計算で、発生率は日本の三十倍

以上。しかも韓国検察庁の発表によれば、〈十三歳未満の児童が被害者だった性犯罪は一千五十

四件、誘拐は八十九件発生した。親族、友人、隣人など知人による犯罪がそれぞれ二三・八％と

三二・六％で、他の犯罪に比べてはるかに高い率だった〉そうです。

　これだけでも異様ですが、詳細な経緯を読むのがためらわれるような猟奇的な事件も少なくあ

りません。

　さらには、誘拐や騙し打ちで女性を集め、ブローカーに売り飛ばしている実態もあります。国

内外の少女や若い女性を巧みに騙して連れ去り、人身売買にかける非道さは目に余ります。米国

務省は韓国について、「強制売春や強制労働の被害に遭う男女らの供給地にも経由地にも最終目

的地にもなっている」と報告書を提出しています。

　なんのことはない、「レイプ」（性暴力）、「慰安婦狩り」（誘拐）、「性奴隷」（強制売春

）は、韓国が現在進行形で手を染めている犯罪なのです。

　そもそも、韓国では最近まで売春が「合法」だったのですから、「売春」それ自体で日本を責

められなかった。だから強制連行（誘拐）というプラスアルファが必要だったのでしょうが、実

はその発想自体が身から出た錆。自国がやっているから、「日本も女性を誘拐して性奴隷にした

ことにしてやろう」という発想が生まれるのです。

　国連の拷問委員会、アムネスティ、そして日本の「女性の権利」を声高に叫んだ議員の皆様、

すぐにでも救われるべき女性は、韓国の悪行によっていまも増えているのです。



韓国の主張を認めれば、韓国と同罪に

　主に「性奴隷」という言葉を使っているのは米国メディアのようですが、日本には少なくとも

中世以降、「奴隷制」は存在しません。

　貧しい農村の女性が「身売り」していた時代はたしかにありました。しかしその当時でさえ、

女性たちには一定の自由が与えられていました。その後、公娼制度の廃止まで「売春」を生業と

する女性はいましたが、彼女たちには「奴隷」、たとえばアメリカがつい最近まで黒人奴隷に強

いたような過酷な人権の剥奪、自由の制限などはありませんでした。

　当然、女性に首輪や鎖を付けて家畜同然に売買したことはありません。吉原の女性には、店を

やめたあと、一般の男性と結婚した人もたくさんいます。

　白人たちが「木に吊るされた黒人の遺体」を見て、侮蔑感情丸出しに指さして笑っている、畜

生にも劣る行状をいまに伝える一枚の写真を御覧になったことがあるでしょうか。あの写真を

見て、今も昔も不快感に顔をしかめるのが多くの日本人です。

　その証拠に、一九一九年、国連の場で「人種差別撤廃条約」法案を提出したのは、他でもない

日本です。そして、法案を不採択として葬り去ったのはアメリカだったことを忘れてはいけま

せん。

　現在、韓国は自分のことは棚に上げて、「ロビー活動」により各国へ旧日本軍の「性暴力」を

輸出して回っています。

　他国の方々にとっては日本の歴史的名誉がどうなろうと、「ロビー活動」において票や金をも

らえればそれでいいのかもしれません。しかし、特にアメリカの議員の皆様にはよくお考えいた

だきたい。国際社会がそれを許せば、韓国の買収体質、無法精神、虚言癖、アンフェアを認め、

助長することになるのです。

　票やカネのために、公正さやスポーツマンシップという高邁な精神までも捨てるとなれば、そ

れは「韓国人以下になり下がる」との誹りを免れることはできません。これを日本のネットでは

、「韓国面に堕ちる」と呼ぶのです。



「不正の精神」を許すなかれ！

　ここまでされて本気で怒らない日本も悪いことは重々承知しています。しかし、卑怯な真似を

して平然としている韓国のような振る舞いが、日本人の思考の範疇を超えていたという面も否定

できません。

　〇二年のＷ杯で名誉を汚された方は、汚れた金銭で名誉に泥を塗られる屈辱がどれほどのも

のか、よくお分かりいただけると思います。「彼らには公正、フェアネスといった価値観が通用

しないのか」と感じられたことでしょう。日本人の多くも、この事実の前に茫然としています。

　韓国人がいかにアンフェアなメンタリティを持ち、実際に不正行為に及んでいるか。この性根

があらゆる面、特に歴史認識の問題で矛先を向けられているのが日本なのです。

　このような経緯で無理矢理、捏造した慰安婦問題を「女性の権利の問題だから」と黙認して

しまっては、アンフェアな韓国に加担しているのと同じです。世界の皆様が国際的な場面で韓国

のアンフェアな態度に対して抱いている疑念、怒りを、どうか慰安婦問題にも向けていただき

たい。

　当然、この問題は他力本願でなく、日本自らが「捏造」に立ち向かわなければならず、他国の

皆さまに「尽力」していただく問題ではありません。

　日本はこれまで他人の非を、たとえそれが自分にとって不利になるものであっても、声高に非

難することができずにきました。しかし、慰安婦問題が日本の未来の子供たちにまで及ぶ「汚名

」となりつつあるいま、なりふり構ってはいられません。

　力を貸してくれとは言いません。しかし、皆様もよくご存知の韓国の「不正の精神」が歴史

問題、反日思想において最も発揮されているのだ、ということだけは頭の片隅に置いていただき

たいのです。



奥付

アンフェア大国・韓国

http://p.booklog.jp/book/76102

著者 : 梶井彩子
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/ayakokajii/profile

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/76102

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/76102

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社ブクログ

http://p.booklog.jp/book/76102
http://p.booklog.jp/users/ayakokajii/profile
http://p.booklog.jp/book/76102
http://booklog.jp/item/3/76102
http://p.booklog.jp/

